
平成２２年度 学校評価計画に対する中間評価報告書 石川県立宝達高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 集計結果 分析(成果と課題)及び今後の取組(改善策等)

１ 学習指導の充実 ① 研修受講や研究授業 教務課 研修会や研究授業・互見授業で会得した Ａ＋Ｂ＝８０ 教員アンケート Ａ：４７．６％ Ｂ：３８．１％
・互見授業を計画的 教科 ことを自分の授業改善に ％未満の場合 (H22.7実施) 研修の受講内容をもとに授業改善に取り組ん
に実施して授業力を Ａ：大いに役立てた は、改善策の でおり、その効果が徐々に表れてきている。

○分かり易い授業 向上させる。 Ｂ：ある程度役立てた 実践に努め Ａ+Ｂ：８５．７％ 生徒とのコミュニケーションや授業のねらい
づくりに努め基礎 Ｃ：あまり役立てていない る。 が明確にすることが大切で、生徒の満足度が
基本を定着する。 Ｄ：役立てていない 高くなるように互見授業などを積極的に行う。

② 授業で生徒の言語活 教務課 授業で生徒が活動する機会は Ａ＋Ｂ＝７０ 生徒アンケート Ａ：１１．３％ Ｂ：３６．１％
用力がつく場面を創 教科 Ａ：授業への意欲を高めた ％未満の場合 (H22.7実施) 講義形式の授業ではなく生徒が活動する場面

○授業に生徒が積 る。 Ｂ：授業への意欲をある程度高めた は、指導法の が多い授業形態を継続する。生徒の意欲を高
極的に参加する。 Ｃ：授業への意欲を高めない 改善に努める。 Ａ+Ｂ：４７．４％ める活動の工夫や自信のない生徒に対してワ

Ｄ：わからない ークシートなど工夫して、主体性のある授業
を実践する。学習活動と知識・理解の習得を
結びつけていくことが課題である。

○習熟度別少人数
指導を活かして学 ③ 授業の理解を深める 教務課 家庭学習が６０分以上の生徒が Ｃ、Ｄの場合 生徒アンケート 全体の平均学習時間は４９分である。
力向上を図る。 ために適切・適量の 教科 Ａ：４０％以上であった 指導の方針を (H22.7実施) 家庭学習が全く定着していない生徒もいる。

課題を与える。 学年 Ｂ：３０％以上であった 検討する。 個々の生徒に対応した課題の内容・量の精選
Ｃ：２０％以上であった Ｃ：２３．７％ が必要。各教科で授業方針を再検討し家庭学
Ｄ：２０％未満 習が定着するように見直す必要がある。

④ 習熟度別少人数授業 教務課 習熟度別少人数授業について私は Ｃ、Ｄの場合 教員アンケート 研修内容などの情報を教科で共有して、積極
により学力の定着と 教科 Ａ：研修内容を積極的に実践した 研修を生かす (H22.7実施) 的に実践する必要がある。
学習意欲の向上を図 Ｂ：研修を受け、部分的に実践した 指導実践を促 Ａ：５２．４％ 習熟度の利点を生かして、生徒が主体的に学
る。 Ｃ：研修を受けたが実践はしなかった 進する。 Ｂ：４７．６％ ぶ場面が多くなるように工夫すべき点が多い。

Ｄ：研修も実践もしなかった

⑤ 学習姿勢の向上を目 総務課 子供の学習状況は Ｃ、Ｄの場合 保護者アンケート 進路志望を目標として学習する生徒が増えた。
指して保護者にも協 学年 Ａ：昨年度より良い 取組の方針を (H22.7実施) 三年生は昨年度より学習意欲が向上している。
力を求める。 Ｂ：昨年度と変わらない 検討する。 Ａ：６６．２％ 「学び直し」「学び進め」をきめ細かく行い、

Ｃ：昨年度より悪い Ｃ：３３．８％ 生徒の学習意欲を高めていく。
Ｄ：わからない

２ 基本的生活習慣 ① 教員が登校・巡回指 生徒指導課 挨拶励行やきめ細かな生活指導で成果が Ａ＋Ｂ＝９０ 教員アンケート Ａ：３８．１％ Ｂ：６１．９％
の徹底 導を行い、日常生活 学年 Ａ：大いにあった ％未満の場合 (H22.7実施) 心のこもった挨拶ができるように地道に指導

についてもきめ細か Ｂ：あった は指導方針を していく必要がある。
な指導を行う。 Ｃ：ある程度あった 検討する。 Ａ+Ｂ：１００％ 教員による指導の差がない、コミュニケーシ

○適切なことば遣 Ｄ：ほとんどない ョン・信頼感のある指導を行う。
いを推奨する。

② ことば遣いやマナー 生徒指導課 きちんとした挨拶をし、ことば遣いに注 Ｃ、Ｄの場合 生徒アンケート 良い：４３．３％ やや良い：４２．３％
の指導を行い、様々 学年 意している生徒は 指導のあり方 (H22.7実施) 挨拶や丁寧な言葉遣いが習慣化してきている
な場面で挨拶を交わ Ａ：９０％以上 を検討する。 生徒が増えてきている。しかし、学校全体で

○礼儀作法・コミ す指導を行う。 Ｂ：８０％以上 Ｂ：８５．６％ 言葉遣いやマナーに取り組んでいる雰囲気を
ュニケーション能 Ｃ：６０％以上 もっと作りだしていくべきである。
力を向上させる。 Ｄ：６０％未満



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 分析(成果と課題)及び今後の取組(改善策等)

○健康で安全な学 ③ 保護者との連絡を密 生徒指導課 遅刻常習・欠席がちの生徒は昨年度より Ｃ、Ｄの場合 生徒アンケート 生徒指導課を中心とした毎朝の登校指導など
校生活を推進す にして、遅刻を減ら 学年 Ａ：半減した 指導のあり方 (H22.7実施) により、高学年になるにつれて時間を守ると
る。 す。 Ｂ：微減した を検討する。 いう意識や習慣は着実に身に付いてきている。

Ｃ：変わらない Ｃ
Ｄ：増えた

④ 部活動の全員加入を 生徒会課 部活動に積極的に取り組んでいる生徒は Ｃ、Ｄの場合 生徒アンケート 良い：３８．３％ やや良い：３７．３％
推進し、部活動の活 学年 Ａ：７０％以上 指導のあり方 (H22.7実施) 生徒はある程度の満足感が得られているが、
性化を図る。 Ｂ：６５％以上 を検討する。 さらに魅力のある部活動にするための改善が

Ｃ：６０％以上 Ａ：７５．６％ 必要である。部に加入はしているが活動に消
Ｄ：６０％未満 極的な生徒も見られる。

⑤ 生徒理解のための研 厚生課 心的支援等の研修が参考となった教員は Ｃ、Ｄの場合 教員アンケート 良い：６６．７％ やや良い：２３．８％
修等に積極的に参加 学年 Ａ：９０％以上 内容を検討す (H22.7実施) 生徒への具体的支援を受けることができた。
し、外部相談機関と Ｂ：８０％以上 る。 スクールカウンセラーの導入により、専門的
の連携を図る。 Ｃ：７０％以上 Ａ：９０．５ な助言を得ることができた。さらに、より実

Ｄ：７０％未満 践的な支援方法を学ぶ研修を充実させる。

３ キャリア教育の ① 企業訪問・大学見学 進路指導課 学年毎のキャリア学習が進路選択に Ｃ、Ｄの場合 キャリア教育は適切に行われているか。
推進と進路実現 ・インターンシップ 学年 Ａ：大いに参考になっている 指導のあり方 教員 Ａ：４７．６％ Ｂ：４２．９％

等を通して進路意識 教科 Ｂ：いくらか参考になっている を検討する。 【年度末】 生徒 Ａ：２３．２％ Ｂ：４７．９％
を高める。 Ｃ：あまり参考としていない 保護者 Ａ：３１．３％ Ｂ：５７．８％

○キャリア学習を Ｄ：わからない H22.7実施のアンケート結果である
通して進路意識
を高める。 ② 資格取得に積極的に 進路指導課 資格取得希望者の延べ合格率は Ｃ、Ｄの場合 ９月現在の合格率は

取り組み、進路意識 学年 Ａ：６０％以上 補習のあり方 情報処理検定 ７９．５％
を向上させる。 Ｂ：５５％以上 を検討する。 【年度末】 ワープロ検定 ６２．１％

Ｃ：５０％以上 漢字検定 １５．４％
○各種資格取得を Ｄ：５０％未満 計４３．５％
奨める。

③ 進路実現を図るため 学年 面談で十分な進路指針を得られた生徒は Ｄの場合、面 ９月現在の各学年の個人面談の回数は平均
に個人面談を効果的 Ａ：９０％以上 談体制を検討 ３回程度である。さらに面談を重ねることで、
に実施する。 Ｂ：８０％以上 する。 【年度末】 進路について真剣に考える機会を数多く与え、

○就職・進学とも Ｃ：７０％以上 進路の方針を深めていく。
希望進路 100％達 Ｄ：７０％未満
成を目指す。

④ 就職希望者の進路実 進路指導課 生徒の希望する進路の決定率が Ｄの場合、指
現を１００％達成す 学年 Ａ：１００％ 導と支援のあ
る。 Ｂ：９６％ り方を検討す 【年度末】

Ｃ：９３％ る。
Ｄ：９３％未満

⑤ 小論文指導を充実さ 進路指導課 小論文指導に積極的に取り組めた教員が Ｃ、Ｄの場合 夏季休業中に行われた小論文指導講習会には
せて進学・就職試験 学年 Ａ：９０％以上 指導方法の見 ８０％の教員が参加した。
に対応する確かな力 教科 Ｂ：８０％以上 直しを行う。 【年度末】 小論文の技術的な部分とともに、生徒の進路
を身に付けさせる。 Ｃ：７０％以上 や個性・適性を面談を通して指導していくこ

Ｄ：７０％未満 とが重要である。



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 分析(成果と課題)及び今後の取組(改善策等)

４ 地域に信頼され ① ＰＴＡ行事をはじめ、 総務課 教育方針やＰＴＡ活動に保護者は Ｃ、Ｄの場合 保護者アンケート 昨年度より学校教育やＰＴＡ活動への保護者
る学校づくりと 各種学校行事への参 Ａ：大いに満足している 開催要領につ (H22.7実施) の意識は高いと思われる。配布物に対する返
人づくり 加を呼びかける。 学年 Ｂ：ある程度満足している いて検討す Ａ：２６．２％ 事の回収率があまり良くないなど、発信して

Ｃ：やや満足している る。 Ｂ：６７．７％ いる内容が手元に届くためのための工夫が必
Ｄ：不満である 要である。

○広報活動を充
実する。 ② 宝高だよりや各課学 総務課 ＨＰで広報を発信した回数が Ｃ、Ｄの場合 教員・保護者 各種便りや学校行事、部活動の様子を昨年度

年情報をＨＰでも発 進路指導課 Ａ：３０回以上 取組について アンケート より積極的にホームページを利用して発信し
信し教育活動を保護 生徒指導課 Ｂ：２５回以上 検討をする。 (H22.7実施) ている。
者に理解してもらう。 厚生課 Ｃ：２０回以上 Ｄ さらに、充実した内容になるように工夫・改

○地域社会と連 学年 Ｄ：２０回未満 善を行っていく。
携し地域の教育
力を活用する。 ③ 施設訪問やボランテ 総務課 ボランティア活動などを通して社会参加 Ａ＋Ｂ＝６０ 上半期の実践活動は

ィア活動を通して社 の意識が ％未満の場合 ・各部活動主催による施設の慰問
会参加の意識を高め 学年 Ａ：大いに向上した 工夫・改善を 【年度末】 ・野球部、生徒会による駅の清掃
る。 Ｂ：やや向上した 図る。 ・各ホームによる学校外清掃

○身近な環境の美 Ｃ：あまり向上しなかった ・外部ボランティア団体への参加
化を推進する。 Ｄ：わからない ・宝達山クリーン登山（１０月７日）

④ 清掃活動や日頃の整 厚生課 教室が整理・整頓されていると感じる生 Ｃ、Ｄの場合 生徒アンケート 良い：１３．９％ やや良い：３８．７％
○読書習慣をつけ 理・整頓に心がけ校 徒が 新たな取組を (H22.7実施) ゴミの放置などは少なく学校全体とすればき
る。 舎内の美化に努める。 学年 Ａ：８０％以上 検討する。 れいに清掃されている。教室内のロッカーの

Ｂ：７０％以上 Ｄ：５２．６％ 中の整理はクラスによって差がある。指示待
Ｃ：６０％以上 ちで清掃する生徒が多いので、環境整備委員
Ｄ：６０％未満 会の活性化を図るとともに、美化に対する生

徒の意識を高められるような工夫を行う。

⑤ 読書習慣の定着を図 教務課 学校での読書活動を通して読書習慣が Ｃ、Ｄの場合 生徒アンケート 年５回行われている朝読書週間によって生徒
り、読解力、表現力 生徒会課 Ａ：身についた 新たな取組を (H22.7実施) が活字や本にふれる機会を確保している。
や豊かな感性を育む 国語科 Ｂ：やや身についた 検討する。 Ａ：３０．４％ 休憩時間や放課後に読書する生徒の姿をよく

Ｃ：少し身についた Ｂ：３８．１％ 見かけるようになってきている。
学年 Ｄ：身についていない


